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連結事業の概況 NLM Group at a glance
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■ 押出・軽圧加工事業の分社化

これまで当社が行

ってきた押出・軽圧

加工事業―アルミニ

ウム押出材の製造・

販売、並びに仮設建

設・産業資材製品、

トラック関連製品な

どの軽圧加工製品の

製造・販売―を取り

巻く経営環境は、以

前にも増して厳しい

環境下にあります。
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■ 東洋アルミ事業の分社化

当社は、平成11年

10月の旧東洋アルミ

ニウム㈱との合併に

伴い、アルミ箔、ア

ルミパウダー・ペー

ストの生産部門を統

合し、経営思想・理

念の一体化、開発、

営業活動の連携を深

め、シナジー効果を

発揮してまいりまし

た。特に、アルミ箔分野とペースト分野ではトップシ

ェアを有するなど、圧倒的な競争優位性を維持してま

いりました。今後、この基盤を元に、さらなる競争

力・収益力の強化を図るためには、製販一体体制によ

る経営効率の向上が不可欠と判断し、平成14年10月1日

付をもって会社分割（吸収分割）により東洋アルミニ

ウム株式会社との事業統合を行いました。今後、東洋

アルミニウム㈱では、製販一体化による競争力・収益

力の強化により、平成14年度には売上高を679億円に、

平成18年度には売上高795億円の達成を目指します。

■ 分社後のグループ運営

当社は「グループ経営方針」のもと、グループ経営を

基本とし、当社グループ連結での利益最大化を目指して

おります。

また、アルミニウムという共通の素材を通じ、横串

活動や事業協力により相互補完的な関係をつくり、グ

ループ内の経営資源をより有効に活用し、新製品・新

技術の開発を行えることが日本軽金属グループの特色

であり、強みでもあります。

したがって、今回の３事業についても、分社後もグ

ループ一体運営の考え方に従い、今後も日本軽金属グ

ループでの全体最適を目指した運営を行います。

具体的には、①中期経営計画の中でコミットメントす

る目標の達成、②当社の経営会議のメンバーとしての参

加や月次業績検怒
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株主メモ


